

	


	


	石清虚

	國木田獨歩










	
		Guide

		
				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
				石清虚

		

	







　雲飛うんぴといふ人は盆石ぼんせきを非常に愛翫あいぐわんした奇人きじんで、人々から石狂者いしきちがひと言はれて居たが、人が何と言はうと一切さい頓着とんぢやくせず、珍めづらしい石の搜索さうさくにのみ日を送つて居た。

　或日あるひ近所きんじよの川かはに漁れふに出かけて彼處かしこの淵ふち此所こゝの瀬せと網あみを投うつて廻まはるうち、ふと網に掛かゝつたものがある、引ひいて見たが容易よういに上あがらないので川に入はひつて探さぐり試こゝろみると一抱ひとかゝへもありさうな石いしである。例の奇癖きへきは斯かういふ場合ばあひにも直すぐ現あらはれ、若しや珍石ちんせきではあるまいかと、抱だきかゝへて陸をかに上あげて見ると、果はたして！ 四面めん玲瓏れいろう、峯みね秀ひいで溪たに幽かすかに、亦またと類なき奇石きせきであつたので、雲飛うんぴ先生せんせい涙なみだの出るほど嬉うれしがり、早速さつそく家いへに持もち歸かへつて、紫檀したんの臺だいを造こしらえ之を安置あんちした。

　靈れいなる哉かなこの石、天てんの雨あめ降ふらんとするや、白雲はくうん油然ゆぜんとして孔々こう〳〵より湧出わきいで溪たにを越こえ峯みねを摩まする其趣おもむきは、恰度ちやうど窓まどに倚よつて遙はるかに自然しぜんの大景たいけいを眺ながむると少すこしも異ことならないのである。

　權勢家けんせいか某なにがしといふが居て此この靈妙れいめうを傳つたへ聞きき、一見けんを求もとめに來きた、雲飛うんぴは大得意だいとくいでこれを座ざに通とほして石を見せると、某なにがしも大に感服かんぷくして眺ながめて居たが急きふに僕ぼくに命めいじて石を擔かつがせ、馬うまに策むちうつて難有ありがたうとも何なんとも言はず去いつてしまつた。雲飛うんぴは足あしずりして口惜くやしがつたが如何どうすることも出來できない。

　さて某なにがしは僕ぼくを從したがへ我家わがやをさして歸かへる途みちすがら曩さきに雲飛うんぴが石を拾ひろつた川と同おなじ流ながれに懸かゝつて居る橋はしまで來ると、僕ぼくは少すこし肩かたを休やすめる積つもりで石を欄干らんかんにもたせて吻ほつと一息ひといき、思おもはず手が滑すべつて石は水煙みづけむりを立たて河底かていに沈しづんで了しまつた。

　言いふまでもなく馬うまを打うつ策むちは僕ぼくの頭上づじやうに霰あられの如く落おちて來た。早速さつそく金かねで傭やとはれた其邊そこらの舟子ふなこ共ども幾人いくにんは魚うをの如く水底すゐていを潛くゞつて手に觸ふれる石といふ石は悉こと〴〵く岸きしに拾ひろひ上あげられた。見る間に何なん十個こといふヘボ石の行列ぎやうれつが出來た。けれども靈妙れいめうなる石は遂つひに影かげをも見せないので流石さすがの權勢家けんせいかも一先ひとまづ搜索さうさくを中止し、懸賞けんしやうといふことにして家いへに歸かへつた。懸賞百兩と聞きいて其日から河にどぶん〳〵飛とび込む者が日に幾十人なんじふにんさながらの水泳場すゐえいぢやうを現出げんしゆつしたが何人だれも百兩にあり着つくものは無なかつた。

　雲飛うんぴは石を奪うばはれて落膽らくたんし、其後は家うちに閉籠とぢこもつて外出しなかつたが、石いしが河かはに落おちて行衞ゆくへ不明ふめいになつたことを傳つたへ聞きき、或朝あるあさ早はやく家を出で石の落おちた跡あとを弔とむらふべく橋上けうじやうに立たつて下を見ると、河水かすゐ清徹せいてつ、例れいの石がちやんと目めの下したに横よこたはつて居たので其まゝ飛とび込こみ、石を懷だいて濡鼠ぬれねずみのやうになつて逃にぐるが如ごとく家うちに歸かへつて來た。最早もう〆しめたものと、今度は客間きやくまに石を置おかず、居間ゐまの床とこに安置あんちして何人にも祕かくして、只だ獨ひとり樂たのしんで居た。

　すると一日あるひ一人ひとりの老叟らうそうが何所どこからともなく訪たづねて來て祕藏ひざうの石を見せて呉くれろといふ、イヤその石は最早もう他人たにんに奪とられて了しまつて久ひさしい以前から無いと謝絶ことわつた。老叟らうそうは笑わらつて客間きやくまにちやんと据すえてあるではないかといふので、それでは客間きやくまに來きて御覽ごらんなさい決けつして有りはしないからと案内あんないして内に入はひつて見ると、こは如何いかに、居間ゐまに隱かくして置いた石が何時いつの間まにか客間の床とこに据すゑてあつた。雲飛うんぴは驚愕びつくりして文句もんくが出でない。

　老叟らうそうは靜しづかに石を撫なでゝ、『我家うちの石が久ひさしく行方ゆきがた知しれずに居たが先づ〳〵此處こゝにあつたので安堵あんどしました、それでは戴いたゞいて歸かへることに致いたしましよう。』

　雲飛うんぴは驚おどろいて『飛とんだことを言はるゝ、これは拙者せつしや永年ながねん祕藏ひざうして居るので、生命いのちにかけて大事だいじにして居るのです』

　老叟らうそうは笑わらつて『さう言はるゝには何なにか證據しようこでも有あるのかね、貴君あなたの物ものといふ歴れきとした證據しやうこが有るなら承うけたまはり度たいものですなア』

　雲飛うんぴは返事へんじに困こまつて居ると老叟らうそうの曰く『拙者せつしやは故ふるくから此石とは馴染なじみなので、この石の事なら詳細くはしく知しつて居るのじや、抑そもそも此石には九十二の竅あながある、其中の巨おほきな孔あなの中には五いつゝの堂宇だうゝがある、貴君あなたは之れを知つて居らるゝか』

　言はれて雲飛うんぴは仔細しさいに孔中こうちゆうを見みると果して小さな堂宇だうゝがあつて、粟粒あはつぶほどの大さで、一寸ちよつと見みた位くらゐでは決けつして氣きが附つかぬほどのものである、又た孔竅あなの數かずを計算けいさんするとこれ亦た九十二ある。そこで内心ないしん非常ひじやうに驚おどろいたけれど尚なほも石を老叟らうそうに渡わたすことは惜をしいので色々いろ〳〵と言いひ爭あらそふた。

　老叟は笑わらつて『先まづ左樣さう言いはるゝならそれでもよし、イザお暇いとまを仕しましよう、大おほきにお邪魔じやまで御座ござつた』と客間きやくまを出たので雲飛うんぴも喜よろこび門もんまで送おくり出て、内に還かへつて見ると石いしが無い。こいつ彼あの老爺おやぢが盜ぬすんだと急きふに追おつかけて行くと老人悠々いう〳〵として歩あるいて居るので直すぐ追着おひつくことが出來た。其袂たもとを捉とらへて『餘あんまりじやアありませんか、何卒どうか返却かへして戴いたゞきたいもんです』と泣聲なきごゑになつて訴うつたへた。

『これは異いなことを言いはるゝものじや、あんな大おほきな石いしが如何どうして袂たもとへ入はひる筈はずがない』と老人ろうじんに言はれて見ると、袖そでは輕かるく風かぜに飄ひるがへり、手には一本の長ながい杖つゑを持もつばかり、小石こいし一つ持て居ないのである。ここに於て雲飛うんぴは初はじめて此この老叟らうそう決けつして唯物たゞものでないと氣きが着つき、無理むりやりに曳張ひつぱつて家うちへ連つれ歸かへり、跪ひざまづいて石いしを求もとめた。

　乃そこで叟の言いふには『如何どうです、石は矢張やはり貴君あなたの物かね、それとも拙者せつしやのものかね。』

『イヤ全まつたく貴君あなたの物で御座ございます、けれども何卒どうか枉まげて私わたくしに賜たまはりたう御座ございます』

『それで事は解わかつた、室へやを見なさい、石は在るから。』

　言はれて内室ないしつに入はひつて見ると成程なるほど石は何時いつの間まにか紫檀したんの臺だいに還かへつて居たので益々ます〳〵畏敬ゐけいの念ねんを高たかめ、恭うや〳〵しく老叟を仰あふぎ見ると、老叟『天下てんかの寶たからといふものは總すべてこれを愛惜あいせきするものに與あたへるのが當然たうぜんじや、此石このいしも自みづから能よく其主人しゆじんを選えらんだので拙者せつしやも喜よろこばしく思おもふ、然し此石の出やうが少すこし早はやすぎる、出やうが早はやいと魔劫まごふが未まだ除とれないから何時いつかはこれを持もつて居るものに禍わざはひするものじや、一先ひとまづ拙者が持歸もちかへつて三年經たつて後のち貴君あなたに差上さしあげることに仕したいものぢや、それとも今いまこれを此處に留とめ置おけば貴君あなたの三年の壽命いのちを縮ちゞめるが可よいか、それでも今直すぐに欲ほしう御座るかな。』

　雲飛うんぴは三年の壽命じゆみやう位ぐらゐは何なんでもないと答こたへたので老叟、二本の指ゆびで一の竅あなに觸ふれたと思ふと石は恰あだかも泥どろのやうになり、手に隨したがつて閉とぢ、遂つひに三個みつゝの竅あなを閉ふさいで了しまつて、さて言ふには、『これで可よし、殘のこりの竅あなの數かずが貴君あなたの壽命だ、最早もうこれでお暇いとまと致いたさう』と飄然へうぜん老叟らうそうは立去たちさつて了しまつた。留とめて留とまらず、姓名なを聞きいても言いはずに。

　其後石は安然あんぜんに雲飛の内室ないしつに祕藏ひざうされて其清秀せいしうの態たいを變かへず、靈妙れいめうの氣きを失うしなはずして幾年いくねんか過すぎた。

　或年雲飛うんぴ用事ようじありて外出したひまに、小偸人こぬすびとが入はひつて石を竊ぬすんで了しまつた。雲飛は所謂いはゆる掌中しやうちゆうの珠たまを奪うばはれ殆ど死しなうとまでした、諸所しよ〳〵に人を出だして搜さがさしたが踪跡ゆきがたが全まるで知しれない、其中二三年經たち或日途中とちゆうでふと盆石ぼんせきを賣て居る者に出遇であつた。近ちかづいて視みると例れいの石を持もつて居るので大に驚おどろき其男をとこを曳ひきずつて役場やくばに出て盜難たうなんの次第しだいを訴うつたへた。竅あなの數かずと孔中こうちゆうの堂宇だうゝの二證據しようこで、石は雲飛うんぴのものといふに定きまり、石賣は或人より二十兩出して買かつた品しなといふことも判然はんぜんして無罪むざいとなり、兎とも角かくも石は首尾しゆびよく雲飛の手に還かへつた。

　今度こんどは石を錦にしきに裹つゝんで藏くらに納をさめ容易よういには外そとに出さず、時々出して賞めで樂たのしむ時は先づ香かうを燒たいて室しつを清きよめる程ほどにして居た。ところが權官けんくわんに某といふ無法者むはふものが居て、雲飛の石のことを聞きき、是非ぜひに百兩で買かひたいものだと申込まうしこんだ。何なにがさて萬金尚なほ易かへじと愛惜あいせきして居る石のことゆゑ、雲飛は一言のもとに之を謝絶しやぜつして了しまつた。某は心中深ふかく立腹りつぷくして、他ほかの事にかこつけて雲飛を中傷ちゆうしやうし遂つひに捕とらへて獄ごくに投とうじたそして人を以て竊ひそかに雲飛うんぴの妻つまに、實じつは石が慾ほしいばかりといふ内意ないゝを傳つたへさした。雲飛の妻つまは早速さつそく子こと相談さうだんし石を某なにがし權官けんくわんに獻けんじたところ、雲飛は間まもなく獄ごくを出された。

　獄ごくから歸かへつて見ると石がない、雲飛うんぴは妻を罵のゝしり子こを毆うち、怒いかりに怒いかり、狂くるひに狂くるひ、遂つひに自殺じさつしようとして何度なんども妻子さいしに發見はつけんされては自殺することも出來できず、懊惱あうなう煩悶はんもんして居ると、一夜、夢ゆめに一個ひとりの風采ふうさい堂々だう〳〵たる丈夫ますらをが現あらはれて、自分は石清虚せきせいきよといふものである、決けつして心配しんぱいなさるな、君と別わかれて居るのは一年許ばかりのことで、明年八月二日、朝あさ早はやく海岱門かいたいもんに詣まうで見給みたまへ、二十錢の代價だいかで再ふたゝび君きみの傍かたはらに還かへつて來ること受合うけあひだと言ふ。其言葉ことばの一々を雲飛は心に銘めいし、やゝ氣きを取直とりなほして時節じせつの來くるのを待まつて居ゐた。

　そこで彼かの權官けんくわんは首尾しゆびよく天下てんかの名石めいせきを奪うばひ得えてこれを案頭あんとうに置おいて日々ひゞ眺ながめて居たけれども、噂うはさに聞ききし靈妙れいめうの働はたらきは少しも見せず、雲の湧わくなどいふ不思議ふしぎを示しめさないので、何時いつしか石のことは打忘うちわすれ、室へやの片隅かたすみに放擲はうてきして置いた。

　其翌年よくとしになり權官は或ある罪つみを以て職しよくを剥はがれて了しまい、尋ついで死亡しばうしたので、僕ぼくが竊ひそかに石を偸ぬすみ出して賣うりに出でたのが恰も八月二日の朝であつた。

　此日雲飛は待まちに待まつた日が來きたので夜よの明方あけがたに海岱門かいたいもんに詣まうで見ると、果はたして一人の怪あやしげな男が名石めいせきを擔かついで路傍みちばたに立て居るのを見た。代だいを聞きくと果はたして二十錢だといふ、喜よろこんで買かひ取とり、石は又もや雲飛の手に還かへつた。

　其後そのご雲飛うんぴは壮健さうけんにして八十九歳に達たつした。我が死期しき來きたれりと自分で葬儀さうぎの仕度したくなどを整とゝのへ又また子こに遺言ゆゐごんして石を棺くわんに收おさむることを命めいじた。果はたして間まもなく死しんだので子は遺言ゆゐごん通どほり石を墓中ぼちゆうに收をさめて葬はうむつた。

　半年ばかり經たつと何者なにものとも知れず、墓はかを發あばいて石を盜ぬすみ去さつたものがある。子は手掛てがかりがないので追おふことも出來ず其まゝにして二三日經たつた。一日僕ぼくを從したがへて往來わうらいを歩あるいて居ると忽たちまち向むかふから二人の男、額ひたひから汗あせを水みづの如く流ながし、空中くうちゆうに飛とび上あがり飛とび上あがりして走はしりながら、大聲おほごゑで『雲飛うんぴ先生せんせい、雲飛先生！ さう追駈おつかけて下くださいますな、僅わづか四兩の金かねで石を賣りたいばかりに仕たことですから』と、恰あだかも空中くうちゆう人ひとあるごとくに叫さけび來くるのに出遇であつた。

　矢庭やにはに引捕ひつとらへて官くわんに訴うつたへると二の句くもなく伏罪ふくざいしたので、石の在所ありかも判明はんめいした。官吏やくにんは直すぐ石を取寄とりよせて一見すると、これ亦た忽たちまち慾心よくしんを起おこし、これは官くわんに没收ぼつしうするぞと嚴おごそかに言いひ渡わたした。其處そこで廷丁てい〳〵は石を庫くらに入んものと抱だき上あげて二三歩歩あるくや手は滑すべつて石は地ちに墮おち、碎くだけて數すう十片ぺんになつて了しまつた。

　雲飛うんぴの子こは許可ゆるしを得て其片々へんぺんを一々ひとつ〳〵拾ひろつて家に持歸もちかへり、再ふたゝび亡父なきちゝの墓はかに收をさめたといふことである。
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